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研究内容︓
肺⾼⾎圧症は肺動脈圧や肺⾎管抵抗の上昇を特徴とする難治性疾患であり、右⼼機能障害や右⼼拡⼤、右⼼不全を
引き起こすリスクがあります。医学領域では、右⼼カテーテル検査により肺動脈圧や肺⾎管抵抗を測定すること
で、肺⾼⾎圧症の診断、重症度評価を⾏っています。しかし、獣医学領域ではカテーテル検査を実施するために全
⾝⿇酔を必要とするため、容易に実施できないことが問題となっています。肺⾎管抵抗は、肺動脈圧と右⼼室の⼼
拍出量から算出されるため、⼼エコー図検査による肺動脈圧と右⼼室の⼼拍出量の推定値を⽤いて測定可能であ
り、医学領域ではその推定値の有⽤性が報告されています。そこで我々は、イヌにおいて最も⼀般的な⼼疾患であ
る僧帽弁疾患に続発した肺⾼⾎圧症の⽝を対象に、⼼エコー図検査による三尖弁逆流速度（≒肺動脈圧）と肺動脈
⾎流（≒右⼼室の⼼拍出量）を⽤いた推定肺⾎管抵抗（PVRecho）の有⽤性を評価しました。本研究において、
PVRechoは肺動脈圧の上昇と⼼拍出量の低下に基づく肺⾼⾎圧症の進⾏により、有意に上昇しました。特に、腹
⽔、胸⽔貯留や失神などの右⼼不全徴候を呈する重篤な症例のPVRechoは著明に⾼値を⽰しました。本研究結果
は、この⾮侵襲的な指標が肺⾼⾎圧症の診断や重症度評価に有⽤である可能性を⽰唆しています。 
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